
仙北市議会だより 12

れ
る
の
が
植
林
後
30
年
以
降
と

な
っ
て
お
り
、
い
っ
た
ん
補
助
金

を
受
け
る
と
５
年
間
は
同
一
補
助

金
を
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
為
、

最
終
的
に
は
良
質
材
を
生
産
す
る

た
め
、
年
次
計
画
を
も
っ
て
、
５

年
、
10
年
の
ス
パ
ン
で
販
売
で
き

る
材
の
間
伐
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
木
材
価
格
に
つ
い
て
は
、

４
月
か
ら
の
増
税
の
関
係
で
、
３

月
の
段
階
で
は
上
が
っ
て
い
た
も

の
の
、
４
月
に
公
売
し
た
間
伐
材

に
つ
い
て
は
下
が
っ
て
い
る
。
５

年
、
10
年
前
と
比
べ
る
と
若
干
落

ち
込
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

○
採
決
の
結
果

  

委
員
全
員
の
賛
成
で
生
保
内
財

産
区
補
正
予
算
は
承
認
さ
れ
本
会

議
へ
送
ら
れ
た
。

○
請
願

  

少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定

数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
補
助

金
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を
は

か
る
た
め
の
、
２
０
１
５
年
度
政

府
予
算
に
係
わ
る
意
見
書
採
択
に

関
す
る
請
願
書

  

請
願
の
趣
旨
に
賛
同
し
委
員
全

員
の
賛
成
で
請
願
書
は
本
会
議
へ

送
ら
れ
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
審
議
を
委
任

さ
れ
た
の
は
、
生
保
内
財
産
区
特

別
会
計
補
正
予
算
１
件
、
請
願
１

件
計
２
件
で
あ
る
。

  

ま
た
、
予
算
常
任
委
員
会
よ
り

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

の
内
、
当
委
員
会
に
係
わ
る
も
の

の
審
議
を
委
任
さ
れ
た
。

生
保
内
財
産
区
特
別
会
計

補
正
予
算

【
歳
出
】

問　

財
産
区
の
発
行
す
る
広
報
紙

の
内
容
に
つ
い
て

答　

地
域
の
方
々
か
ら
財
産
区
の

活
動
が
見
え
に
く
い
と
の
指
摘
を

受
け
、
管
理
委
員
か
ら
、
財
産
区

の
土
地
の
利
活
用
の
問
題
な
ど
、

写
真
等
を
使
っ
て
広
く
住
民
に
周

知
し
て
い
き
た
い
と
の
提
案
が
あ

り
、
カ
ラ
ー
印
刷
で
、
年
２
回
の

発
行
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

分
収
林
交
付
金
の
歳
入
財
源

で
あ
る
、
間
伐
材
に
つ
い
て
、

ア
、
今
回
間
伐
さ
れ
た
杉
は
植
林

後
何
年
経
過
し
た
も
の
か
。

イ
、
間
伐
材
の
市
場
状
況
に
つ
い

て答　

今
回
の
間
伐
材
は
植
林
後
30

年
を
経
過
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

間
伐
に
関
し
て
補
助
金
を
受
け
ら

あ
る
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
、
今

後
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
慎

重
か
つ
計
画
的
な
運
用
を
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。」
と
の
意
見
を
市

当
局
に
申
し
入
れ
た
。

【
歳
出
】

問　

集
落
集
会
所
建
設
事
業
費
補

助
金
に
つ
い
て

答　

角
館
雲
然
の
集
落
会
館
の
屋

根
修
理
に
係
る
経
費
の
２
分
１
を

補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

集
落
集
会
所
建
設
事
業
費
補

助
金
制
度
の
内
容
に
つ
い
て

答　

新
築
の
場
合
は
建
築
費
の
２

分
１
で
、上
限
１
２
０
万
円
ま
で
、

増
改
築
の
場
合
は
２
分
１
で
、
上

限
60
万
円
ま
で
、
ま
た
、
下
水
処

理
で
浄
化
槽
設
置
の
場
合
は
、
２

分
１
で
上
限
60
万
円
ま
で
、
公
共

下
水
道
に
接
続
す
る
場
合
は
２
分

１
で
上
限
30
万
円
ま
で
補
助
金
が

支
給
さ
れ
る
。

○
教
育
委
員
会
関
係

【
歳
出
】

問　

公
民
館
費
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
費
に
つ
い
て

答　

宝
ク
ジ
協
会
か
ら
の
助
成
金

で
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
県

経
由
で
交
付
さ
れ
角
館
公
民
館
に

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
一
式
、
ブ
ル
ー
レ

イ
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
ス
ク
リ
ー
ン
、

展
示
パ
ネ
ル
ポ
ー
ル
、
ポ
ー
タ
ブ

ル
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
等
放
送
機

器
の
各
設
備
を
購
入
す
る
予
定
で

あ
る
。

問　

 

Ｆ
Ｉ
Ｓ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
秋
田
た

ざ
わ
こ
大
会
負
担
金
３
０
０
０
万

円
に
つ
い
て

ア
、
県
で
は
26
年
度
当
初
予
算
に

計
上
し
て
お
り
、
市
の
予
算
措
置

が
遅
い
の
で
は
な
い
か

イ
、
他
の
関
係
団
体
の
負
担
金
に

つ
い
て

答　

ア
、
県
で
は
26
年
度
当
初
予

算
に
計
上
し
て
い
た
が
、
本
市
で

は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
の
確
実
な
情
勢
を
見
極

め
た
上
で
予
算
措
置
を
し
た
の

で
、今
回
の
補
正
予
算
と
な
っ
た
。

イ
、
県
が
６
０
０
０
万
円
、
広
告

等
の
協
賛
金
収
入
が
４
０
０
０
万

円
予
定
さ
れ
て
い
る
。

問　

地
元
企
業
か
ら
の
協
賛
金
は

あ
る
の
か
。

答　

協
賛
金
の
募
集
は
ス
キ
ー
連

盟
、
県
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て

い
る
の
で
、
市
は
把
握
し
て
い
な

い
。

（
門
脇
民
夫 

記
）

予
算
常
任
委
員
会
総
務
文

教
分
科
会

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

○
総
務
部
関
係

【
歳
入
】

問　

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入

金
９
７
０
０
万
円
に
つ
い
て

ア
、
予
算
目
的

イ
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
支
出
で

き
る
と
し
た
基
金
条
例
の
ど
の
項

目
に
該
当
す
る
か
。

ウ
、
繰
越
金
や
他
の
財
源
を
検
討

し
た
か
。

答　

ア
、
田
沢
湖
生
保
内
黒
沢
地

内
に
誘
致
が
予
定
さ
れ
て
い
る
司

食
品
の
敷
地
造
成
費
に
充
て
る
た

め
で
あ
る
。

イ
、
緊
急
に
実
施
す
る
事
が
必
要

と
な
っ
た
大
規
模
な
土
木
そ
の
他

の
建
設
事
業
の
経
費
、
そ
の
他
や

む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
生
じ
た

経
費
の
財
源
に
充
て
る
と
き
に
使

用
で
き
る
項
目
に
該
当
す
る
と
判

断
し
た
。

ウ
、
繰
越
金
に
つ
い
て
は
、
25
年

度
の
会
計
の
確
定
が
５
月
31
日
の

た
め
、
５
月
中
旬
の
予
算
査
定
時

点
で
は
不
確
定
な
段
階
で
危
険
と

判
断
し
た
。
ま
た
、
普
通
交
付
税

に
つ
い
て
は
、
交
付
確
定
が
７
月

中
旬
の
た
め
見
込
め
な
か
っ
た
。

※
こ
の
件
に
関
し
て
総
務
文
教
分

科
会
の
総
意
と
し
て
「
緊
迫
し
た

財
政
状
況
の
中
、
貴
重
な
財
源
で

総
務
文
教
常
任
委
員
会

財政調整基金…市の使用するお金が不足した時に蓄え貯金をしておくものである。用語
解説

田沢湖スキー場開催
フリースタイルスキー全国大会
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市
民
福
祉
常
任
委
員
会

億
３
，
７
０
０
万
円
に
つ
い
て
は

過
疎
債
、
病
院
事
業
債
で
手
当
て

を
す
る
こ
と
で
県
と
の
協
議
が
済

ん
で
い
る
。

問　

工
事
の
仕
様
内
容
を
見
直
し

た
結
果
と
し
て
、
材
料
等
の
変
更

や
設
備
の
取
り
止
め
に
よ
り
予
算

を
減
額
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

使
う
機
材
や
材
料
等
の
グ
レ
ー
ド

を
落
と
し
た
の
か
。

答　

使
用
材
料
は
同
等
で
安
い
も

の
を
検
討
し
、
約
５
，
４
０
０
万

円
減
額
し
た
が
グ
レ
ー
ド
は
維
持

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
電
力
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
用

常
用
発
電
機
は
重
油
等
の
高
騰
に

よ
り
契
約
電
力
容
量
ア
ッ
プ
と
変

わ
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
冷
暖

房
用
地
中
熱
設
備
に
つ
い
て
も
試

算
の
結
果
、
効
率
が
良
く
な
い
と

の
こ
と
で
取
り
や
め
た
。

問　

地
元
業
者
が
少
し
で
も
有
利

　

本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
案

は
2
件
、
予
算
委
員
会
か
ら
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
、
当
分

科
会
に
関
す
る
も
の
が
分
担
さ
れ

た
。

■
議
案
第
68
号

仙
北
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
条
例

　

全
会
一
致
で
原
案　

可

■
議
案
第
71
号

仙
北
市
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算

概
要
説
明　

角
館
総
合
病
院
建
設

事
業
費
が
基
本
設
計
終
了
後
に
見

込
み
を
上
回
る
労
務
費
及
び
材
料

費
等
の
高
騰
に
よ
り
工
事
見
積
り

額
が
上
昇
し
て
し
ま
っ
た
。
工
事

の
仕
様
、
内
容
等
の
見
直
し
を
し

た
が
、
中
核
病
院
、
災
害
拠
点
病

院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め

に
は
工
事
費
の
増
額
が
避
け
ら
れ

な
い
状
況
で
あ
り
、
3
億
円
の
補

正
を
お
願
い
し
た
い
。

　

財
源
に
つ
い
て
県
を
通
じ
、
厚

労
省
に
直
接
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
病
棟（
精
神
科
）

の
整
備
に
よ
る
補
助
金
６
，
３
０

０
万
円
の
内
示
が
あ
っ
た
。

　

今
回
増
額
分
3
億
円
の
残
り
2

な
形
で
建
設
工
事
に
参
加
で
き
る

よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

地
元
業
者
が
Ｊ
Ｖ
を
組
ん
で

施
工
す
る
こ
と
は
可
能
と
思
う

が
、
建
設
業
の
積
算
価
格
が
上

が
っ
て
い
る
。
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る

ほ
ど
費
用
が
掛
か
り
増
し
に
な
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
で
き
れ
ば

9
月
の
着
工
に
漕
ぎ
着
け
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

入
札
不
調
に
な
っ
た
場
合
、
設

計
変
更
等
で
、
さ
ら
に
半
年
く
ら

い
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
あ
ま

り
細
か
い
縛
り
を
付
け
な
い
で
応

札
し
や
す
い
形
と
し
た
い
。
入
札

不
調
だ
け
は
絶
対
避
け
た
い
。

　

全
会
一
致
で
原
案　

可

■
議
案
第
9
号

仙
北
市
一
般
会
計
補
正
予

算　

市
民
生
活
部
関
連

廃
棄
物
処
理
手
数
料
（
歳
入
）

問　

大
仙
市
で
行
わ
れ
る
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
の
時
に
出
た
側
溝
の
ド

ロ
を
角
館
最
終
処
分
場
で
受
け
入

れ
た
際
の
手
数
料
で
あ
る
と
の
説

明
を
受
け
た
が
、
受
け
入
れ
た
経

緯
と
来
年
度
以
降
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

平
成
22
年
ま
で
は
大
仙
市
内

の
最
終
処
分
場
で
処
理
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、
処
分
場
の
設
備

等
に
影
響
が
あ
り
、
安
定
し
た
処

理
が
困
難
と
な
り
、
専
門
業
者
に

委
託
し
て
い
た
が
、
今
後
受
託
で

き
な
い
旨
の
打
診
が
あ
り
、
当
市

に
依
頼
が
あ
っ
た
。
内
容
を
検
討

し
た
結
果
、
当
市
の
処
分
場
で
の

処
理
が
可
能
で
あ
り
、
安
全
な
廃

棄
物
と
判
断
し
て
4
月
か
ら
受
け

入
れ
て
い
る
。

　

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
大

仙
市
で
困
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
打
ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
、

容
量
と
安
全
性
を
確
認
し
た
う
え

で
対
応
し
た
い
。

福
祉
保
健
部
関
連

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

施
行
円
滑
化
事
業
費

概
要
説
明　

生
活
保
護
に
至
る
前

の
困
っ
て
い
る
方
々
の
相
談
に
応

じ
る
事
業
等
が
来
年
度
ス
タ
ー
ト

す
る
為
の
準
備
作
業

問　

元
々
の
財
源
は
国
庫
交
付
金

で
、
県
で
基
金
を
設
け
て
自
治
体

へ
補
助
金
交
付
し
て
い
る
が
、
国

か
ら
県
へ
交
付
さ
れ
た
額
は
い
く

ら
か
。
ま
た
、
各
自
治
体
へ
の
交

付
基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

今
年
2
月
の
段
階
で
県
へ
の

内
示
額
は
３
，
９
０
０
万
円
で

あ
っ
た
。
県
か
ら
の
補
助
金
は
、

福
祉
事
務
所
を
設
置
し
て
い
る
自

治
体
に
人
口
割
で
交
付
さ
れ
て
い

る
。

（
小
林
幸
悦 

記
）
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産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
本
会

議
よ
り
付
託
さ
れ
た
案
件
は
議
案

４
件
、
請
願
１
件
、
予
算
常
任
委

員
会
か
ら
分
担
さ
れ
た
案
件
は
、

議
案
１
件
で
あ
る
。

■
議
案
第
72
号

平
成
26
年
度
仙
北
市
温
泉

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

問　

市
の
温
泉
事
業
に
お
い
て
新

た
な
源
泉
掘
削
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

新
た
な
源
泉
掘
削
に
つ
い
て

は
、
乳
頭
温
泉
郷
か
ら
反
対
の
意

見
が
出
さ
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

候
補
地
に
つ
い
て
は
、
乳
頭
温
泉

郷
の
方
々
か
ら
の
同
意
が
得
ら
れ

る
よ
う
な
場
所
を
選
定
す
る
必
要

が
あ
る
。国
立
公
園
内
に
な
る
が
、

高
原
地
区
付
近
の
調
査
を
検
討
し

た
い
。

■
議
案
第
74
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

問　

水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業

の
た
め
の
今
回
の
工
事
に
つ
い

て
、
工
事
内
訳
と
工
期
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

大
き
く
分
け
る
と
浄
水
場
関

係
、
配
水
場
、
非
常
用
発
電
機
、

導
排
水
管
関
係
の
工
事
と
な
り
、

議
決
後
か
ら
平
成
27
年
３
月
25
日

ま
で
の
工
期
と
な
っ
て
い
る
。

■
議
案
第
75
号

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

問　

㈱
司
食
品
工
業
誘
致
の
た
め

の
土
地
取
得
と
な
る
が
、
土
地
取

得
後
の
管
理
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

答　

公
有
財
産
の
内
、
行
政
財
産

と
し
て
取
得
し
、
造
成
工
事
完
了

ま
で
は
観
光
商
工
部
の
所
管
に
お

い
て
管
理
さ
れ
る
。
そ
の
後
に
つ

い
て
は
、
企
業
側
に
賃
貸
す
る
予

定
で
あ
り
、
普
通
財
産
に
差
し
替

え
た
上
で
管
財
課
が
管
理
す
る
こ

と
に
な
る
。

■
議
案
第
73
号

仙
北
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

◎
議
案
４
件
に
つ
い
て
は
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。

■
平
成
26
年
度
仙
北
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

農
林
水
産
業
費

農
地
制
度
円
滑
化
事
業
費
、
機
構

産
業
建
設
常
任
委
員
会

集
積
支
援
事
業
費
に
つ
い
て

問　

荒
れ
て
い
る
農
地
が
目
立
つ

が
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
調

査
の
後
、
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る

の
か

答　

今
回
の
調
査
で
、
農
地
中
間

管
理
機
構
に
農
地
を
貸
す
か
、
自

ら
耕
作
を
す
る
か
の
意
思
確
認
を

し
た
上
で
、
貸
付
の
希
望
が
あ
れ

ば
、
農
業
委
員
会
が
そ
の
旨
を
中

間
管
理
機
構
に
通
知
し
、
そ
の
後

機
構
が
所
有
者
と
協
議
す
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、所
有
者
が
耕
作
、

貸
付
の
意
思
が
な
い
場
合
は
、
機

構
と
の
協
議
を
勧
告
し
、
応
じ
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
機
構
が
県

知
事
に
裁
定
を
申
請
を
し
て
そ
の

後
利
用
権
を
設
定
で
き
る
。
不
在

地
主
な
ど
、
こ
れ
ま
で
対
応
不
可

能
だ
っ
た
農
地
に
つ
い
て
も
対
応

可
能
で
あ
り
、
耕
作
放
棄
地
を
無

く
す
た
め
の
事
業
で
あ
る
。

商
工
費

企
業
誘
致
対
策
事
業
費
に
つ
い
て

問　

㈱
司
食
品
工
業
の
誘
致
に
関

す
る
土
地
造
成
の
予
算
で
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
用
地
に
つ
い
て

の
調
査
や
、
今
後
の
事
業
内
容
に

つ
い
て

答　

対
象
用
地
は
、
煩
雑
な
土
地

で
は
あ
る
が
、
会
社
側
の
意
向
に

沿
っ
た
。
実
際
に
は
年
内
に
造
成

工
事
を
完
了
さ
せ
、
来
年
の
３

月
か
ら
工
場
建
設
に
入
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

問　

工
場
建
築
の
総
事
業
費
が
当

初
よ
り
増
額
に
な
る
と
の
説
明
だ

が
、
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
。

答　

当
初
３
ラ
イ
ン
で
の
ス
タ
ー

ト
を
予
定
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を

５
ラ
イ
ン
に
増
や
す
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
工
場
か
ら
出
る
廃
棄

物
に
つ
い
て
は
、
当
初
八
戸
の
工

場
に
運
ん
で
処
分
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
間
に
腐
敗
し
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
敷
地

内
に
乾
燥
、粉
砕
の
施
設
を
造
り
、

そ
れ
を
肥
料
に
加
工
す
る
循
環
型

の
施
設
の
建
設
も
加
わ
っ
た
。
ま

た
、
環
境
に
配
慮
し
、
重
油
か
ら
、

液
化
天
然
ガ
ス
を
使
用
す
る
こ
と

と
し
た
と
い
う
の
が
主
な
変
更
点

で
あ
る
。
廃
棄
物
再
処
理
施
設
に

つ
い
て
は
、
公
害
防
止
協
定
を
企

業
側
と
締
結
し
環
境
基
準
を
定
め

た
い
。

※
山
岳
事
故
防
止
を

秋
田
駒
ケ
岳
に
お
い
て
先
に
発
生

し
た
２
件
の
死
亡
事
故
を
受
け
、

今
後
の
事
故
防
止
対
策
の
強
化
に

つ
い
て
市
に
対
し
申
し
入
れ
を

行
っ
た
。

（
高
橋
豪 

記
）

㈱司食品工業予定地現地視察


